
オンラインお仕事講座開催事業 【南九州市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題
事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １,９５６ 千円

交付金額 ９４７ 千円

事業番号 １

本市では、1950年の82,021人をピークに人口減少が続き、2020年には
33,080人、2040年には23,468人まで減少する見込みである。年齢構成では
、年少人口と生産年齢人口が減少する一方、老年人口は増加しており、少子高
齢化が進行している。
女性の労働力率は上昇しているものの、30代で低下する「M字カーブ」の傾向が
依然として見られる。さらに、社会動態では転出超過が続き、多くの産業で人手不
足が深刻化している。こうした状況から、女性が働きやすい環境整備や活躍促進
の取組が重要となっている。

女性活躍推進の前提となる，仕事と家庭生活の両立ができる新しい働き方とビ
ジネスモデルを創出し，ライフステージの変化によるキャリアを中断した女性や未就
労の女性、若者のキャリア形成を支援する。
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ハローワーク加世田、ハローワーク指宿、南九州市男女共同参画審議会、南九
州市商工会、市内保育施設

参加者の就業意識の醸成やスキルの向上に一定の効果があったと考えられる。
一方で，参加者の就業に対する多様なニーズへの対応や，継続的な就業につな
げるために，セミナー終了後の継続的な支援体制の構築や企業とのマッチングの
機会を設ける必要性がある。
また，セミナー終了後に参加者から回収したアンケートの結果から，開催方法，
内容，日程等を見直し，より多くの参加が見込める内容を検討する必要がある。

テレワークに関心のある女性に対して、テレワークへの理解を深めるセミナー、基礎
的なパソコンスキルを習得する講座初級編、より実践的なスキル習得を目指す講
座中級編を開催し、女性のキャリア形成を支援する。
講座は各4回の構成で、次回講座までの課題提出や、コミュニケーションツールを
使って、受講者から講師、事務局へ講座内容や就業についての質問、相談を常
時受け付けている。
実際にテレワーカーとして働くためのクラウドソーシングサービスの紹介やテレワークの
際の注意喚起など、就業への意識を高めることを重点としている。

子育てや介護等，これまで家庭の事情等で外での就業が難しかった女性の活躍
の機会を創出すると共に，デジタル分野での働き方・働き先の確保による仕事と
家庭生活の両立ができる働き方への誘導によるキャリアの継続に繋げる。多様な
働き方が選べる環境を市が支援することによる「活気あふれる住みよいまち」の実現
を目指すことで，少子高齢化の進展による人口・担い手不足の影響の軽減を図
り，地域経済の活性化に資する。 



オンラインお仕事講座 初級編

日時：令和８年１月14、21、28、２月４日（毎週水曜日）

         10：00～12：00

対象者：南九州市在住の女性

参加方法：会場／オンライン（Zoom）

場所：379 Work Terminal
「PACBO」

参加者：８名

実施内容：外部講師よりテレワークにつ
    いての講話やWord・Excelの基礎
応用について学ぶ。（全4回）

事業の概要

オンラインお仕事講座開催事業 【南九州市】
テレワークに関心のある女性に向けて、テレワークに関するセミナーや講座を開催し
、就業に必要なスキル習得を目指し、女性のキャリア形成を支援する。

テレワークお仕事入門

日時：令和７年12月12日（金） 10：00～12：00

対象者：市内在住で、テレワークに興味のある女性

参加方法：会場（定員20名）
 オンライン（Zoom）

場所：379 Work Terminal
「PACBO」

参加者：20名

実施内容：３部構成で実施。
第１部は講師による「テレワークのはじめ
かた」について
第２部は先輩テレワーカー２名から自身
の働き方について

  第３部は質疑応答・座談会

オンラインお仕事講座 中級編

日時：令和８年２月６、13、20、27日（毎週金曜日）

         10：00～12：00

対象者：南九州市在住の女性

参加方法：会場／オンライン（Zoom）

場所：379 Work Terminal
「PACBO」

参加者：10名

実施内容：外部講師よりPowerPoint
・chatGPTの基礎応用について学
ぶ。（全4回）

①テレワーク就業意欲の高い受講者の募集
講座開催前に参加のハードルが低いセミナーを開催し、講座の案内をすること
で就業意欲のある人材の発掘をする。

②仕事に直結するプログラム
生成AIなど実務を意識した講座内容と課題により、テレワークで働くスキル
習得とイメージづくりをねらいとする。

③本格稼働を促すフォローアップ体制
講座期間中から事業終了まで「Slack」による就業に関する相談の受付や実
際にテレワークを始めるため、クラウドソーシングサービス等の紹介を行う。
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